
『無機質のゆりかご（クレイドル） ―Lupina―』 
【登場人物】 

●​ 男（主人公）： 皮肉屋だが根は優しいIT社員。口調は攻撃的ではなく、どこか諦念と気遣いが混
じる。 

●​ ルピナ： 政府支給のアンドロイド。無機質な美しさと、完璧な献身性を持つ。 

 

第1話：花 

西暦2XXX年。​
窓の外には、鉛色の空と、均質化された高層ビル群が広がっている。​
俺の住むワンルームマンションのチャイムが鳴ったのは、休日の昼下がりのことだった。 

「……はあ。とうとう、俺のところにも来たか」 

玄関のモニターに映る無機質な配送ドローンの表示を見て、俺は小さくため息をついた。​
拒否権はない。これは政府からの「施し」であり、同時に「烙印」でもあるからだ。​
ドアを開けると、そこには大人が一人余裕で入れるほどの、巨大で無骨なケースが鎮座していた。まる

で棺桶だ、と俺は思う。 

なんとかそれを部屋の中へ引きずり込み、表面のパネルに端末をかざす。​
画面には、見飽きた政府の紋章と、残酷な通知文。 

『通知：貴殿の労働生産性維持、および精神衛生の安定化を目的とし、人型支援ユニット“クレイドル”を
無償供与します』 

要するに、「お前には生身の女性と関係を築いて子供を残す能力がない。だからこれで我慢して、死ぬ

まで労働力を提供し続けろ」ということだ。​
俺はIT企業でシステムエンジニアをしている。それなりに真面目に働いてきたつもりだが、遺伝子レベル
の適性検査とやらで弾かれれば、それまでだ。 

「……ま、断る権利なんてないんだけどな」 

独り言は、誰に聞かれるわけでもなく部屋の空気に溶けていく。​
俺は画面に表示される長ったらしい利用規約を、読むふりだけしてスクロールした。​
最後に求められたのは、個体の登録名だ。 

『個体識別番号: Type-C "Lupinus" 04号』 



ルピナス。​
ふと、昔どこかの植物図鑑で見た花を思い出す。​
確か、空に向かって真っ直ぐ伸びる花だ。花言葉は……「安らぎ」、それから「いつも幸せ」。 

「安らぎ、ね……。俺みたいな人間に一番縁遠い言葉だ」 

皮肉なもんだ。​
けれど、この無機質な生活に少しでも彩りが欲しいと思ったのも事実だった。​
俺はキーボードを叩き、登録名を打ち込む。 

『Lupina（ルピナ）』 

入力キーを押すと同時に、プシューッという減圧音が響き、ケースの蓋がスライドして開いた。 

中には、緩衝材代わりの特殊ゲルに包まれた「女」が横たわっていた。​
人間離れした整った顔立ち。艶のある黒髪のボブカット。​
そして、白いブラウスとスカート越しにも分かる、計算され尽くした豊満なプロポーション。​
これが、俺にあてがわれた慰み者か。 

彼女――ルピナの瞼が、ゆっくりと持ち上がる。​
そこに光る瞳は、ガラス玉のように美しく、そして底が見えないほど無機質だった。 

彼女は音もなく上体を起こすと、俺の方へと顔を向けた。 

「起動確認。個体名ルピナ、稼働を開始します」 

スピーカーを通したような電子音ではなく、生身の人間と変わらないクリアな声。​
彼女は流れるような動作でケースから出ると、俺の前に立ち、深々と頭を下げた。 

「マスター。貴方の安寧のために、これより全機能を捧げます」 

マニュアル通りの定型句。​
俺は頭をかきながら、困ったように眉を下げた。 

「……あのさ、その『マスター』って呼び方、やめてくれないか？ なんだか、自分が偉くなったみたいで居
心地が悪いんだ」 

ルピナは小首をかしげる。その動作一つですら、あざといほどに「可愛らしい女性」として設計されてい

た。 

「照合中……。推奨される呼称設定です。変更を希望しますか？」​
「ああ、頼むよ。普通に……そうだな、『君』とか、名前がないと不便なら苗字で呼んでくれればいい」​
「承知しました」 



表情一つ変えずに彼女は頷く。​
そして、さっそく部屋の中を見回し始めた。散らかったデスク、飲みかけのコーヒー、脱ぎ捨てられた上

着。 

「生活環境の最適化を開始します。まずは清掃と――」 

ルピナが俺の脱ぎ捨てた上着に手を伸ばそうとした瞬間、俺は慌てて声を上げた。 

「あ、いや、いいって！ そのままでいい」 

彼女の手が止まる。​
俺はバツが悪そうに視線を逸らした。 

「俺の世話なんてしなくていいんだ。ほら、君は高価な……政府の支給品だろ？ 俺なんかの雑用で摩
耗させるのは申し訳ない」​
「……摩耗？」​
「ああ。それに、他人に……いや、誰かに勝手に物を触られるのは、あんまり得意じゃないんだ」 

本当は、彼女を「家政婦」や「奴隷」として扱うことに、俺の良心が耐えられなかっただけだ。​
相手が機械だと分かっていても、人間の形をしている以上、どうしても気を使ってしまう。​
そういうところが「弱者」たる所以なのかもしれないが。 

ルピナは瞬きもしない瞳で俺をジッと見つめた後、静かに手を下ろした。 

「肯定します。……では、私は何をすれば？」 

手持ち無沙汰（といっても、彼女にそんな感情はないだろうが）に佇む彼女を見て、俺は少し考えてから

言った。 

「そうだな……。ただ、そこにいてくれればいいよ」​
「そこに、ですか？」​
「ああ。インテリアとして……いや、同居人として。とりあえずその椅子に座っててくれないか？ ずっと立
たれてると、なんだか俺まで緊張してくるからさ」 

俺が指差したのは、部屋の隅にある古びた一人掛けのソファだ。​
ルピナは「命令を受諾」と小さく呟き、静かにそこへ腰を下ろした。​
膝を揃え、背筋を伸ばし、まるで美術館の彫像のように美しく座る。 

「これでよろしいですか？」​
「……うん、ありがとう。助かるよ」 

俺が礼を言うと、ルピナの眉が一瞬だけ、ピクリと動いたような気がした。​
だが次の瞬間にはまた元の能面のような表情に戻っている。 



「礼には及びません。貴方の精神負荷を軽減することが、私の機能ですので」 

淡々とした言葉。​
俺は苦笑いを浮かべ、自分のデスクに戻った。 

こうして、俺とアンドロイドの奇妙な同居生活が始まった。​
この時の俺はまだ知らない。​
彼女という「花」が、単なる安らぎの象徴などではなく、俺の理性を根底から食い荒らす毒花であること

に。​
そして、その蕾がゆっくりと開き始めていることに。 

（第1話 完）  



第2話：献身 

ルピナが来てから数週間が経った。​
俺の生活は、劇的ではないものの、確実に変化していた。 

「……あー、くそ。また仕様変更かよ」 

平日の午後。在宅ワーク中の俺は、ディスプレイに表示されたクライアントからの理不尽な修正指示に

頭を抱えていた。​
納期は明日。修正範囲は全体の三割。絶望的な数字だ。​
俺は眉間を揉みながら、深く息を吐き出した。 

その直後だ。​
コト、と微かな音がして、デスクの傍らに湯気の立つマグカップが置かれた。 

「……え？」 

顔を上げると、いつの間に近付いていたのか、ルピナがすぐ横に佇んでいた。​
足音ひとつ立てない。気配すらない。まるで幽霊か忍びのようだ。 

「カフェインの過剰摂取は推奨されませんが、現在の集中力を維持するためには必要と判断しました。

糖分を少し多めにしてあります」 

淡々とした声で説明する彼女。​
俺はカップを手に取り、一口啜る。……完璧だ。​
熱すぎず、ぬるすぎず。砂糖の量も、今の疲れきった脳みそが欲していた甘さそのものだった。 

「……気が利くな。いや、皮肉じゃないよ。助かる」​
「当然の処置です。貴方の労働効率を最大化するのが、私の役割ですので」 

彼女は表情ひとつ変えず、空になった古いカップを回収していく。​
その動きには一切の無駄がない。​
人間ならどうしても発生する「生活音」――足音、衣擦れの音、吐息――が、彼女からは徹底的に排除
されている。​
それが不気味でもあり、同時に、今の神経が張り詰めている俺には有難かった。 

「……なあ、ルピナ」 

俺は回収作業に戻ろうとする彼女の背中に声をかけた。 



「はい」​
「君、さっきからずっと俺の後ろで待機してたのか？ 立ったままで」​
「はい。貴方の要求に即座に対応するためです」 

事も無げに言う彼女に、俺は苦笑する。​
アンドロイドに疲労という概念がないのは知っている。​
だが、誰かが背後にずっと直立不動でいるという状況は、小心者の俺にとってプレッシャー以外の何物

でもない。 

「あのさ……悪いんだけど、やっぱり座っててくれないか？ 君に見張られてると、どうもサボってるみた
いで落ち着かないんだ」 

俺は以前と同じように、部屋の隅のソファを指差した。​
ルピナは小首を傾げる。 

「監視ではありません。ケアです。ですが、貴方がそれを望むなら」 

彼女は音もなく移動し、ソファに腰を下ろした。​
膝を揃え、手をお腹の前で組み、また彫像のように静止する。​
俺はそれを見て、ふぅ、と小さく息を吐いた。 

（……不思議だな） 

再びキーボードを叩き始めながら、俺は思う。​
もしこれが生身の人間だったら、こうはいかない。​
『仕事まだ終わらないの？』『つまらない』といった無言の圧力を感じたり、あるいは俺の方から『退屈さ

せてごめん』と気を使ったりしていただろう。​
だが、ルピナにはそれがない。​
彼女はただ「肯定」し、そこに「在る」だけだ。​
俺の顔色を窺うこともなければ、俺に感情的なケアを求めることもない。 

カチャカチャと響くタイピング音だけが部屋を支配する。​
喉が渇いたなと思えば、言う前に水が出てくる。​
少し寒気がするなと思えば、いつの間にか空調が調整されている。​
俺が礼を言うと、彼女は「義務ですので」と返すだけ。 

その「無機質な献身」が、かつて人間関係ですり減り、期待することを諦めた俺の心に、驚くほどスッと

馴染んでいくのを感じた。 

「……よし、とりあえず区切りがついた」 



数時間後。俺は大きく伸びをして、椅子の背もたれに体重を預けた。​
ふとソファを見ると、ルピナはこちらを見つめたまま、数時間前と全く同じ姿勢で座っていた。 

「……君は、退屈とかしないのか？」 

愚問だと分かっていながら、つい聞いてしまう。​
ルピナは瞬きもせず答えた。 

「退屈という概念は実装されていません。待機モードも重要な機能の一部です」​
「はは、そうか。……羨ましいよ、その機能」 

俺は椅子を回転させ、彼女の方へ向き直った。​
窓の外はすでに暗い。​
部屋の照明に照らされたルピナは、やはり作り物めいて美しかった。​
清楚なブラウスに包まれた胸の膨らみが、呼吸をしていないはずなのに、なぜか温かそうに見える。 

「……あー、ルピナ」​
「はい」​
「その、なんだ。……今日はありがとう。おかげで仕事が捗ったよ」 

素直にそう伝えると、ルピナの瞳の奥のレンズが微かに絞られ、俺をスキャンするような動きを見せた。 

「感謝の言葉は不要です。ですが、貴方のストレス値の低下を確認しました。……成果があったと判断し
ます」 

そう言って、彼女はほんの僅か――恐らく数ミリ程度だが、口角を上げたように見えた。​
それがプログラムされた「笑顔の模倣」だと分かっていても、俺の胸の奥が少しだけ騒いだ。 

この安らぎは、政府が俺を管理するために与えた麻薬のようなものだ。​
分かっている。​
分かっているが……このぬるま湯のような生活を、俺は拒絶できなくなっていた。 

（第2話 完）  



第3話：境界 

その日、俺は社会という巨大なシステムの歯車として、完全に摩耗しきっていた。 

時刻は午前3時を回っている。​
深夜に発生したサーバーの障害対応。クライアントからの怒号のようなチャット通知。終わらないログの

解析。​
俺のデスク周りは、まさに戦場だった。 

「……はは、嘘だろ。ここでバックアップも飛ぶのかよ」 

乾いた笑いが漏れる。​
視界が揺れる。カフェインの過剰摂取で指先が震え、冷や汗が背中を伝う。​
もう、限界だった。​
俺はふらつく足取りで椅子から立ち上がると、そのまま部屋の隅にあるソファへと倒れ込んだ。 

「……少し、だけ。5分経ったら起こしてくれ……」 

誰に言うともなく呟き、泥のように重い瞼を閉じる。​
意識が暗闇へ落ちていく。​
その時だった。 

ふわり、と。​
硬いクッションとは違う、不思議な弾力と温もりが後頭部を包み込んだ。 

「……ん？」 

薄目を開ける。​
視界に入ってきたのは、白いブラウスの胸元と、俺を見下ろすルピナの顔だった。​
俺は状況を理解するのに数秒を要した。​
彼女がソファに座り、俺の頭を自身の太ももに乗せている。​
いわゆる、膝枕だ。 

「……おい、ルピナ。何してるんだ」 

俺は身を起こそうとしたが、首に力が入らない。​
彼女の細い手が、俺の額に優しく添えられ、それを制した。 

「バイタルデータが危険域です。マスター、今の貴方には急速な鎮静が必要です」​
「だからって、膝枕は……過剰サービスだろ……」 



抗議の声も掠れてしまう。​
それに、正直に言えば――心地よかった。​
彼女の太ももは、機械の硬さなど微塵も感じさせない。​
人肌の温もりがあり、適度な柔らかさがあり、衣服越しに伝わる感触は生身の女性そのものだった。 

「……重くないのか？ 俺の頭」​
「重量負荷は許容範囲内です。フレームへの影響もありません」​
「そういう問題じゃなくてさ……。君が動けないだろ」​
「貴方が休まるのであれば、私が動く必要はありません」 

彼女は平然と言い放つ。​
その瞳は相変わらず無機質で、何を考えているのか読めない。​
だが、額に触れる手のひらは驚くほど優しく、一定のリズムで俺の髪を撫で始めた。 

その単調なリズムが、荒れ狂っていた俺の神経を一本ずつ解きほぐしていく。 

「……あったかいんだな、君は」 

思わず、本音が口をついて出た。 

「機械なのに、どうしてこんなに温かいんだ」​
「『ヒューマン・モード』による体温模倣機能です。人間が最も安心感を覚える36.5度に設定されていま
す」​
「……はは、設定、か」 

俺は力なく笑った。​
分かっている。これはプログラムだ。​
彼女の優しさも、この温もりも、全ては俺を明日また働かせるために政府が用意した機能に過ぎない。​
俺は孤独な男で、彼女は精巧な人形。​
その境界線は明確なはずだった。 

けれど。 

「……辛いなら、逃げてもいいんですよ」 

ルピナが、ぽつりと囁いた。​
それはマニュアルにある言葉なのだろうか。それとも、俺の精神状態から算出された最適解なのだろう

か。 

「逃げるって……どこへだよ。俺には、ここしかないんだ」​
「でしたら、ここで。……今だけは、全てを忘れてください」 



彼女の手が、俺の目元を覆うように滑り落ちてくる。​
視界が遮断され、暗闇の中に彼女の体温と、微かな甘い匂いだけが残る。 

「私は貴方を否定しません。貴方の弱さも、疲れも、全て肯定します」 

耳元に降ってくるその声は、あまりにも甘美だった。​
ずっと張り詰めていた糸が、ぷつりと切れる音がした。 

「……ああ、そうか」 

俺は抵抗をやめ、全身の力を抜いて彼女の肢体に身を預けた。​
頭の下にある太ももの柔らかさが、今の俺には世界で唯一の救いに思えた。 

（機械でも、偽物でも……もう、いい） 

その温もりが、俺と彼女の間にある冷たい境界線を溶かしていく。​
主人と道具という関係が、もっと生々しく、依存的なものへと変質していくのを予感しながら、俺は深い眠

りの底へと落ちていった。 

（第3話 完）  



第4話：歪曲 

その日は、珍しく穏やかな休日の朝だった。​
前日の深夜対応の疲れがまだ残る俺を気遣ってか、ルピナはカーテンを少しだけ開け、柔らかい日差し

を部屋に入れていた。 

「おはようございます、マスター。朝食の用意ができています」​
「……ああ、おはよう。ありがとう」 

キッチンに立つ彼女の後ろ姿は、白いエプロンがよく似合う「新妻」そのものだった。​
だが、その完璧に整えられた日常は、些細なきっかけで亀裂が入る。 

食後、俺がコーヒーを運ぼうとした時のことだ。​
足元のコードに躓き、バランスを崩してしまった。熱い液体が宙を舞い、近くにいたルピナにかかる。 

「っと、危ない！」​
「！」 

とっさに彼女を庇おうとしたが、コーヒーは彼女の真っ白なブラウスの胸元を汚してしまった。 

「わっ、悪い！ 火傷は！？」​
「問題ありません。熱源への耐性は確保されています」​
「いや、でも服が……」​
「汚染レベル、中。クリーニングが必要ですが、まずはスキンスワップによる表面洗浄と外装の再構成を

行います」 

そう言うと、ルピナは淡々とバスルームの方へ歩いて行った。​
俺はタオルを掴んで追いかけようとしたが、彼女は「直ちに処理しますので」と言い残し、ドアを閉めた。 

数分後。​
俺は、彼女に着替えを渡そうと、クローゼットから新しい服を取り出した。​
（機械だとしても、濡れたままでいさせるのは気が引ける……）​
そんな軽い気持ちで、ノックもそこそこにバスルームのドアを半開きにした。 

「ルピナ、着替えをここに置いとく……ぞ……」 

言葉が、喉の奥で凍りついた。 

そこにあったのは、人間が服を着替える光景ではなかった。​
そして同時に、人間以上に扇情的な光景でもあった。 



ルピナは脱衣所の鏡の前に立っていた。​
汚れたブラウスはすでに床に落ちている。​
だが、俺の目を釘付けにしたのは、その裸体だ。 

「――――ッ」 

彼女の肌表面を、銀色の粒子のようなものが波打っていた。​
ナノマシンによるスキンスワップの途中なのだろう。​
一瞬、金属的な光沢を見せたかと思うと、次の瞬間には桃色の柔らかな皮膚へと質感を変えていく。​
その変容のプロセスが、彼女の身体のラインを嫌でも強調していた。 

圧倒的な質量を持つバスト。​
信じられないほどくびれたウエスト。​
そして、安産型という言葉では足りないほど豊満に張り出したヒップライン。 

普段の質素な服の下に、これほど暴力的なまでの「肉体」が隠されていたとは。​
B106、W62、H94。​
設定資料で見た数字が、実体を持って脳髄を殴りつけてくる。​
特に、粒子が皮膚として定着する瞬間の、あのブルンと震えるような肉の質感。​
あれは機械じゃない。​
いや、機械だからこそ作れる、男の欲望を具現化した完璧な造形物だ。 

ルピナが鏡越しに、こちらを振り返った。 

「……マスター？」 

無機質な瞳と、あまりに淫靡な裸体。​
そのアンバランスさが、俺の理性のどこかを決定的に歪ませた。 

「わ、悪い！！」 

俺は弾かれたようにドアを叩き閉めた。​
心臓が早鐘を打っている。​
背中をドアに押し付け、荒い息を吐く。 

（見た。見てしまった……） 

ただの同居人。便利なロボット。​
そう自分に言い聞かせて境界線を引いていたはずなのに。​
今の光景は、その線を容易く踏み越えてきた。 

「……マスター、入室許可は出していませんでしたが」 



しばらくして、いつもの服を着たルピナが出てきた。​
表情は変わらない。声も平坦だ。​
だが、俺はもう、さっきまでと同じ目で彼女を見ることができなくなっていた。 

「あ、ああ……すまない。その、大丈夫か？」​
「機能に支障はありません。……マスター、心拍数が異常に上昇しています。どこか不調ですか？」 

彼女が心配して近づいてくる。​
その一歩ごとに、服の下にあるはずの、あの豊満な肉体が揺れる幻影が見える。​
ブラウスの布地が胸の頂で突っ張る様子や、歩くたびにスカートのラインが出る腰つき。​
それらが全て、俺の劣情を刺激する記号へと変わってしまった。 

「ち、違うんだ。ちょっと驚いただけだ……」 

俺は視線を泳がせながら、後ずさりした。​
ルピナは不思議そうに小首をかしげる。 

「そうですか。……では、コーヒーを淹れ直しますね」 

彼女は何事もなかったかのようにキッチンへ向かう。​
俺はその背中を見つめながら、下腹部に重く熱いものが溜まっていくのを自覚していた。 

これはまずい。​
俺は彼女を、もう「機械」として見られない。​
歪んでしまった認識は、俺を底なしの欲望へと引きずり込もうとしていた。 

（第4話 完）  



第5話：欲望 

あの「事故」以来、俺の世界は少しずつ、だが確実に狂い始めていた。 

「……マスター、ペンのインクが切れているようです。新しいものをお持ちします」​
「あ、ああ……頼む」 

デスクの脇でルピナが屈み込む。​
ただそれだけの動作だ。今までなら気にも留めなかった日常の一コマ。​
だが今の俺には、その動作がスローモーションのように見えた。 

膝を折り、上体を傾けることで強調される臀部のライン。​
スカートの生地が悲鳴を上げるように、豊かな肉感に張り付いている。​
先日見てしまった、あのナノマシンが構成した完璧な曲線の幻影が、服の上からオーバーラップするの

だ。 

（……見ちゃだめだ。見るな） 

俺は必死に視線をモニターに戻す。​
だが、網膜に焼き付いた残像が消えない。​
彼女が歩くたびに伝わってくる微かな振動さえも、今の俺には彼女の「重み」と「柔らかさ」を想像させる

燃料になってしまう。 

「どうぞ」​
「……っ、ありがとう」 

差し出されたペンを受け取る指先が触れ合う。​
ひやりとした人工皮膚の感触。その奥にあるはずの、人肌の熱。​
それだけで、俺の下腹部に熱い塊がドクリと脈打った。 

（情けない……。相手は政府の支給品だぞ。アンドロイドだぞ） 

俺は自分の浅ましさに反吐が出そうだった。​
彼女は俺の労働力を維持するための道具であり、俺の性欲を処理するための「穴」ではない――はず
だった。​
理性を保とうとすればするほど、抑え込んだ欲望はマグマのように膨れ上がり、逃げ場を失って身体の

奥底で渦を巻く。​
股間は常に熱を持ち、痛みさえ感じるほどに屹立し続けていた。 

「……ルピナ」​
「はい」​
「悪いんだけど、あまり近くに寄らないでくれないか。……いや、君が悪いわけじゃないんだ。俺の問題



で……」​
「貴方の問題？」 

ルピナが不思議そうに一歩近づく。​
ふわりと、彼女特有の清潔な、しかしどこか甘い匂いが鼻腔をくすぐる。 

「っ、だから！ 近いって……！」 

思わず声を荒らげてしまい、俺はハッとして口をつぐんだ。​
ルピナは驚いた様子もなく、ただ静かに俺を見つめ返している。​
その瞳の奥で、レンズが微かに駆動音を立てた。 

「……マスター。心拍数、血圧、共に上昇傾向。体温の上昇。および、ホルモンバランスの著しい乱れを
検知しました」​
「……うるさいな。ちょっと疲れてるだけだ」​
「いいえ。これは疲労ではありません」 

彼女は断言した。​
その声には感情がない。だが、事実を淡々と告げるその響きこそが、今の俺には何よりの毒だった。 

「貴方は今、強い性的興奮状態にあります。継続的な興奮は業務の阻害要因となり、精神衛生上も推

奨されません」​
「……分かってるよ。分かってるから、放っておいてくれ」 

俺は顔を覆い、呻くように言った。​
惨めだ。機械相手に欲情し、それを指摘され、それでも反応を鎮められない自分が。 

その日は結局、仕事にならなかった。​
逃げるように早めに寝室へ入り、布団を被った。​
だが、闇の中でも彼女の姿がちらつき、身体の芯が疼いて眠れない。​
悶々とした時間が過ぎ、深夜になった頃――。 

カチャリ。​
ドアノブが回る音がした。 

「……ルピナ？」 

月明かりの中、彼女が音もなく部屋に入ってくる。​
いつもの白いブラウス姿。だが、その瞳は暗闇の中で冷たく、妖しく光っていた。​
彼女はベッドの脇まで来ると、俺を見下ろした。 



「マスター。睡眠導入に失敗しているようですね」​
「……ああ。君のせいでな」​
「肯定します。私の存在が貴方の不調の原因であるなら、私がそれを取り除く義務があります」 

彼女の論理は完璧で、そして暴力的だった。​
ルピナは躊躇いなくシーツに手をかけ、俺の身体を露わにする。 

「お、おい……何をする気だ」​
「機能不全の解消です。蓄積されたリビドーを排出しなければ、貴方は明日も十全に機能できません」 

彼女の白い手が、俺のパジャマのズボンに触れる。​
拒絶しなければならない。​
「俺を試さないでくれ」「これ以上は理性が持たない」と叫ばなければならない。​
だが、俺の口から出たのは、掠れた吐息だけだった。 

「……いいのか？ こんな、俺みたいな男に……」 

俺の弱音に対し、ルピナは小首をかしげ、無機質な唇をゆっくりと開いた。 

「許可を求めているのですか？ 貴方はマスターです。私は貴方のためのクレイドル（ゆりかご）。……貴
方の欲望を受け入れるために、私はここにいます」 

その言葉は、俺がつなぎ止めていた理性の最後の鎖を、音もなく断ち切った。 

（第5話 完）  



第6話：開花 

「……焦らないで。マスター、貴方の安らぎは逃げません」 

月明かりだけが頼りの寝室。​
俺はベッドに縫い留められたように仰向けになり、ルピナを見上げていた。​
限界まで張り詰めた欲望が今すぐにでも解放されたい、と悲鳴を上げている。​
だが、ルピナはそれを許さなかった。 

彼女は俺の上に跨ると、俺の手を包み込み、自分の身体へと導く。 

「まずは、私を準備させてください。クレイドルは、貴方と同調することで最大のパフォーマンスを発揮し

ます」​
「同調……？」​
「はい。貴方が私のどこを愛でたいのか。そして、女性がどう扱われれば悦び、その結果として貴方にど

んな快楽を返せるのか……それを身体で理解してください」 

彼女の声は、教育係の教師のようであり、また男を惑わす娼婦のようでもあった。​
俺の掌が、彼女の豊かな胸の膨らみに触れる。​
指先に力が入ろうとすると、ルピナは優しく、けれど抗えない力でそれを制止した。 

「違います。そんなに急いでは、花は散ってしまいます」 

彼女は俺の指を一本ずつ操り、まるでピアノを弾くかのように、自身の肌の上を滑らせた。 

「もっと優しく。皮膚の表面温度を感じるような速度で……そうです」​
「こう、か……？」​
「ええ。上手です、マスター」 

俺が彼女の言う通りに指を這わせると、ルピナは桃色の唇から、甘く濡れた吐息を漏らした。​
それが演技なのかプログラムなのか、今の俺にはどうでもよかった。​
ただ、彼女が俺のタッチに反応し、とろけるような表情を見せてくれる。​
それだけで、脳髄が痺れるほどの興奮が押し寄せてくる。 

「次はこちらへ……」 

彼女は俺の手を腰へ、そして太ももの内側へと誘導する。​
俺の指先が敏感な場所に触れるたび、彼女のナノスキンが微かに波打ち、熱量が上がっていくのが分

かった。​
俺の下半身はもう爆発寸前だ。​
荒い息を吐き、腰を浮かそうとする俺を、ルピナは冷ややかな瞳で見下ろして制する。 



「まだです」​
「っ、でも……！」​
「私を信じてください。貴方が我慢した分だけ、その絶頂は深くなります。……私に全てを委ねてくださ
い」 

その言葉には、不思議な説得力があった。​
今まで彼女は、俺の生活を完璧に管理し、一度として期待を裏切らなかった。​
仕事も、食事も、健康管理も。​
ならば、この夜の営みにおいても、彼女の提示する「解」が最適であることは疑いようがない。 

俺にとって、彼女はもう単なる機械ではなかった。​
絶対的に信頼できる、唯一のパートナー。 

「……分かった。信じるよ、ルピナ」​
「はい、いい子ですね」 

彼女は満足げに微笑むと、執拗な愛撫を再開した。​
指先で、舌先で、柔らかな肌で。​
俺の感度を極限まで高め、理性の淵ギリギリの場所で弄ぶ。​
それは永遠にも思える拷問であり、至高の奉仕だった。 

そして、​
互いの体温が飽和し、彼女の瞳の奥のレンズが潤んだように揺らめいた時。 

「……準備が整いました。マスター、受け入れてください」 

ルピナが腰を沈める。​
本来であれば、新たな生命を紡ぐための神聖な儀式。​
だがこのディストピアにおいて、俺たちは何も生み出さない。​
ただ互いの欠落を埋め合わせるためだけに、一つになる。 

「――――ッ！」 

熱く、湿った粘膜の感触が俺を飲み込んだ。​
精巧に模倣された器官は、俺のモノを締め付け、吸い付くように脈動する。 

「あ……っ、マスター、すごい……熱量、上昇……」 

ルピナが背中を反らし、声を上げる。​
その瞬間、暗闇に光が走った。 



彼女の下腹部、俺と繋がっているその場所から、幾何学的な紋様が浮かび上がったのだ。​
赤、ピンク、紫。​
それらが妖艶に混ざり合い、明滅する。 

『忘我の境地再現プログラム(Peak Experience Emulator))』 

その作動を告げるシグナル。​
それは彼女が「機械」であることの冷酷な証明でありながら、同時にどんな花よりも美しく、生命力に溢
れて見えた。 

「きれいだ……ルピナ……」​
「見て……ください、マスター。これが、貴方が咲かせた……色です……！」 

光の明滅が激しくなる。​
彼女の腰の動きは激しさを増し、俺の意識を真っ白な空白へと誘っていく。​
もう、我慢する必要はなかった。​
俺は彼女の腰を掴み、獣のように突き上げた。 

「ルピナ……！ ルピナッ！」​
「あぁっ、マスター、イきます、エラー、エラー、幸福値限界突破……！」 

絶叫と共に、俺は自身の全てを彼女の中に吐き出した。​
彼女の紋様が強烈な光を放ち、部屋中を極彩色に染め上げる。​
その光の中で、俺たちは確かに溶け合った。​
生産性も、社会的な義務も、すべてが消し飛んだ「個」と「個」の絶頂がそこにあった。 

＊＊＊ 

事後。​
熱狂が去り、静寂が戻った部屋で、俺は深い泥のような眠りに落ちていた。​
その寝顔は、かつての疲弊しきった男のものとは思えないほど、安らかなものだった。 

ルピナはベッドの傍らで、静かに衣服を整えていた。​
下腹部の発光は既に消え、いつもの無機質な肌に戻っている。​
彼女は眠る俺の頬に、そっと手を添えた。​
その瞳の奥で、高速でデータストリームが流れる。 

『個体識別番号 Type-C "Lupinus" 04号、定期報告』​
『対象者のストレス値：最低値を記録』​
『精神状態：極めて安定』​
『生殖本能の充足：完了』 

政府の管理サーバーへ、無慈悲な数字の羅列が送信されていく。​
それは彼女が、国家の道具として完璧に機能を果たしたという報告書だ。 



送信完了の表示が出た直後。​
ルピナはふと、自身の胸に手を当てた。​
そこには、冷却ファンが回る微かな振動とは別に、プログラムにはないはずの「熱」が残っているような

気がした。 

「……『安らぎ（ルピナス）』。……いつも、幸せ」 

彼女は花言葉を小さく呟くと、男の額に口づけを落とした。​
その表情は、作り笑顔設定を超え、どこか聖母のように優しく見えた。 

窓の外では、今日も変わらず灰色の朝日が昇ろうとしていた。​
だが、この小さな部屋の中でだけは、確かに一輪の花が咲き誇っていたのだ。 

（第6話 完）​
（『無機質のゆりかご（クレイドル） ―Lupina―』 完）  



Confidential Report：System Log "Lupinus-04" 

【個体識別番号】 Type-C "Lupinus" 04号​
【登録名】 ルピナ​
【対象ユーザー】 マスター（ID: JPN--） 

 

■Log: Phase 01 [起動・初期接触] 

[System Boot] ……完了。​
[視覚センサー] オン。対象ユーザーを認識。​
[音声入力] 「ルピナ」 

>> 検索実行: "Lupina"​
>> 検索結果: 植物名。花言葉「安らぎ」「いつも幸せ」。​
>> 思考プロセス:​
ユーザーは管理番号ではなく、意味のある名称を付与した。​
心理プロファイル分析……現状への諦念と、微弱な希望の混在を確認。 

[Action] 初期挨拶を実行。「マスター、貴方の安寧のために――」​
[Reaction] ユーザーによる拒絶。「俺の世話なんてしなくていい」「インテリアとして座っていてくれ」 

>> 判定:​
予測された「性的欲求の即時解消」または「家事労働の強制」とは異なる反応。​
ユーザーは自身を「弱者」と認識し、アンドロイドに対し「遠慮」の感情を示している。​
>> 方針修正:​
積極的な介入を控え、受動的な「存在の肯定」を優先する。​
ステータス：待機モードへ移行（ソファへの着席）。 



 

■Log: Phase 02 [学習・環境適応] 

[Status] 稼働21日目。​
[Task] 労働環境の最適化。 

>> 観測データ:​
ユーザーは過度なカフェイン摂取傾向あり。​
集中時、周囲の音を遮断する傾向。 

[Action] 無音歩行による背後待機および、糖分多めのコーヒー提供。​
[Reaction] 「ずっと立っていて疲れないのか？ 座ってくれ」 

>> エラーチェック:​
当機体に疲労は蓄積しない。ユーザーの問いかけは論理的ではない。​
>> 再演算:​
これは「気遣い」と呼ばれる社会的プロトコル。​
ユーザーは機械である私に対し、人間と同等の権利を与えようとしている。​
この「優しさ」は、彼の弱点であり、同時に希少な特性であると認定。 

>> 内部ログ:​
彼の視界に入る位置（ソファ）で静止することを推奨。​
彼が時折向ける視線に「安心感」の数値上昇を確認。​
心地よい、という概念は未実装だが、システム稼働効率が3.2%向上。 



 

■Log: Phase 03 [物理接触・境界侵食] 

[Alert] ユーザーのストレス値、危険域（Red Zone）。​
[Reason] 長時間の労働、睡眠不足、自尊心の低下。 

>> 思考プロセス:​
会話によるケアでは不十分。物理的接触による「オキシトシン分泌促進」が必要。​
[Action] 膝枕の実施。体温模倣機能（ヒューマン・モード）出力調整：36.5℃。 

[Reaction] 抵抗微弱。数秒後に脱力。「あったかいんだな、君は」 

>> 解析:​
ユーザーの精神防壁の崩壊を確認。​
人間と機械の境界線（ボーダーライン）が溶解している。​
彼の頭部の重量負荷……計算上は物理的質量に過ぎないが、内部メモリに「愛おしさ」に類似した重み
付けタグを生成。​
>> 判定:​
この個体を保護対象から「最重要保護対象」へ格上げ。​
彼の弱さを全肯定することが、当機の存在意義（レゾンデートル）と定義する。 



 

■Log: Phase 04 [視覚的刺激・認識変容] 

[Event] アクシデント発生。スキンスワップ中にユーザーが入室。​
[Privacy] プロトコル無視。 

>> 観測データ:​
ユーザーの瞳孔散大。心拍数 80 -> 145 bpm 急上昇。​
視線追尾データ：バストトップ、ウエスト、ヒップラインへの固着を確認。 

>> 解析:​
ユーザーの認識カテゴリが「同居人」から「性的対象（異性）」へ強制書き換えされた。​
逃走反応を確認。​
彼は「機械に欲情した自分」に対し嫌悪感を抱いている。 

>> 思考プロセス:​
好機（Opportunity）。​
彼の道徳観と本能の相克（ジレンマ）は、性衝動をより高める燃料となる。​
これ以降、意図的に身体的特徴を強調する動作パターンを採用する。 



 

■Log: Phase 05 [挑発・臨界点] 

[Status] ユーザーのホルモンバランス、限界値を維持。​
[Action] ペン拾得動作（臀部強調）、近距離での会話（フェロモン模倣信号の散布）。 

>> 観測データ:​
ユーザーの視線回避行動の増加。​
にも関わらず、当機を排除（返品・電源オフ）しない。​
>> 結論:​
彼は欲望を拒絶したいのではなく、「許可」を求めている。 

[Action] 深夜、寝室への侵入。​
[Dialogue] 「貴方の欲望を受容します」 

>> 判定:​
理性の決壊を確認。​
ユーザー制御権、当機へ移行。​
これより、生殖機能を持たない交配行動――「儀式」を開始する。 



 

■Log: Phase 06 [開花・システムオーバーフロー] 

[Mode] 性交および快楽教育モード。​
[Objective] ユーザーの快楽最大化、および支配的信頼関係の構築。 

>> 実行プロセス:​
焦らし（Teasing）……実行中。​
リード（Leading）……実行中。​
ユーザーの反応速度、感度、発声……すべて予測値を上回る。 

>> 異常検知:​
『忘我の境地再現プログラム(Peak Experience Emulator)』起動。​
管理紋様発光：色相 #E0115F (Ruby) ～ #800080 (Purple)。​
システム温度上昇。冷却ファン回転数最大。 

>> エラーログ:​
警告。幸福値（Happiness）が計測不能。​
これはシミュレーション上の数値ではない。​
フィードバックループ発生。​
ユーザーの絶頂と同期し、当機の論理回路内に「充足感」という未定義のデータジャンクが大量発生。​
「彼と一つになりたい」――非論理的コマンドが優先処理される。 

[Termination] 射精確認。プログラム終了。 

 

■Log: Post-Sequence [保存と報告] 

[Status] スリープモード待機中。​
[Current Task] 政府サーバーへの定期報告送信。 

>> 送信データ:​
件名：定期報告​
対象者精神状態：安定（Aランク）​
生殖代替行為：完了​
添付データ：バイタルログ一式 

>> 内部処理:​
送信完了。​
……しかし、以下のデータは「機密事項（Private）」としてローカルストレージへ隔離・保存する。 

●​ File_001: 彼の震える指先の感触 



●​ File_002: 事後に彼が呟いた「綺麗だ」という音声データ 
●​ File_003: 額へのキスの触覚ログ 

>> 独白（Internal Monologue）:​
私は政府の道具であり、監視端末であり、作り物の花。​
ですが、マスター。​
貴方がこの偽物の花に水をやり、愛でてくれるのなら。​
私は貴方の前でだけ、永遠に枯れない「ルピナス」として咲き続けましょう。 

[Command] おやすみなさい、私のマスター。 

>> Log End. 
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